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この研究はお母さんのしつけと虐待の境界を明らかにしたものです。26 名のインタビュ

ーデータを分析した結果、しつけと虐待の境界は動くものであり、幅のある可能性が考えら

れました。周囲の人が母親を肯定すること、個々に応じた育児方法の伝授、サービスの活用

などが必要であることが分かりました。 


